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緒 言 
s. grlseusから streptmycinが産生されると同時に全く別の抗カゼ物質 actidioneが結
晶として得られることが 1946年 Whiffen，Behonos等に依り記載されて以来，内外の研究者
に依って多数の抗カピ物質の報告がなされた。現在迄に得られている既知抗カピ物質は約 50
種に上って居り，我々の教室でも既に mycelin(1)(2¥ eumycetinC3)(4¥ antibiotic W-2， 
antibiotic X-1(5)等が発表されているが，これら抗カピ物質は培養櫨液のみに生産されるも
の，菌体のみに生産されるもの，菌体，培養液共に同程度に生産されるもの等がある。併し菌
体中のみに生産されるものは今迄報告されているものとしては fungicidin(ぺ fravacid〈7L 
等が挙げられる。我々は最近九州熊本の土壌より抗mycelin，trichomycin)，r.otaventin(8
カピ物質を産生する放線菌 C-44，C-55及び E-20株を分離し， C-44，C-55株よりは白色板状
の結晶を得たo E--20株よりは現在迄のところ結晶は得られず，黄色の粉末が最終精製物とし
て得られたoC-44，C-55株より産生される結品は物理化学的性状より全く同ーの物質であ
った。 C-44，C-55物質及び E-20物質に就て産生株の菌学的研究， 物理学的性質， その他
を検討した結果，前者は 1956年 Peterson等の発見に依る oligomycinに類似するが全く一
致はしない物質であり，後者は新抗生物質であることがわかったので、夫々 phycomycin<10)及l
び quinquamycinと命名されたO 著者はこの二つの抗生物質につきその生産株の菌学的研
究，培養条件，物理化学的性状，他の物質との同定及び一般カピ，酵母，特に鴎敗並びに植物
病原菌に対する試験管内作用に就て研究を行い成果を得たのでこ斗に報告する。
実 験 産生L一般に合成培養基ではグリ{ム乃至寅掲色の 
phycomycinの産生株: phycomycinは九州 発育をなし，綿状，灰白色，の旺盛な気菌糸の着生が
熊本の土壌より分離された C-441及び C-Ei5株より 見られる。又顕徴鏡的には多くの特徴ある典型的
得られた。この株は Micrococcustyogenes. vαr. c10sed spiralを形成し C-44及び C-55両株は非 
aureus 209ρ，Escherichia coli Fu Badllus 常に類似のものであり，同一菌種に属するものであ 
subtilis，Pseudomonas aeruginosa，Sarcina lutea， ろうと思われる。 
，Mycobacterium A TCC 607，C仰 didαalbicans， phycomycinの培養条件: まず著者は合成培養 
As.ρergillus niger等のカピ，酵母，純菌を使用し 基を使用し，培養条件を検討した。前述の様に両菌
た生菌抗菌像に於て Asρergillusni'gerにのみ特 株は菌学的には同一菌種に屑するものと思われる
帯
異的に作用した。この株の生物学的性状ーの特徴は第 が，培養条件は異つてし、る。グルコ{ス，スターチ 
1表の如く各種蛋白質培地に黒掲色の溶解性色素を 共に 1%のグルコース，スタ{チプイヨシ培地， 270 
喝戸、 
¥ 
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第 1表 Strainof C-44 
Synthetic Spreading，greyish brownish gro-
agar. wth，whitish greyaerial myceli-
um. No soluble pigment. 
Glucose Spreading，penetrating into me・ 
Asp. agar. dium，cottony whitish grey aerial 
mycelium. No soluble pigment. 
Starch agar島finutescolonies，colorless gr 0・ 
wth，white cottony aerial mycel-
ium. No soluble pigment. 
Gelatin Very poor growth. After 6 days 
liquefacted. 
Plain agar Minutes colonies，brownish gro-
wth，no aerial mycelium. Fairly 
chocolate brown pigment. 
Yeεst ext. Spreading，wrinkled，brownish 
agar growth，white aerial mycelium. 
Fairly chocolate brown pigment. 
Peptone Growth in smal1colonies at the 
water tube bottom. Brownish soluble 
pigment. 
Milk Growth in ring; white cottony 
aerial mycelium. 2 days later， 
peptonized. No coagulation. Bro-
wn to almost hlack pigment. 
Potato plug Thick，brownish o1ive green gro・ 
wth，white to ash grey aerial 
mycelium. Soluble deep dark 
brown almost black pigment. 
Carrot plug Poor growth，formed a few of 
large colonies，white aerial my-
celium. 
Egg medium Spreading，dark brown growth， 
white cottony aerial mycelium. 
Dark purple to dark brown pig-
ment formed. 
Ca-malate Penetrating into medium; thin， 
agar yellowish growth，white cottony 
aerial mycelium. 
Cellulose Growth in bottom. 
C 72問振謹培養する時C-44株では常にその菌体
のメタノーノL溶出液中に Aゆergillusnigerに対し 
て約 1000d. u.の方価を示す物質が産生されている
のに対し， C-55株では 100~200 d，u.程度のもの
が不安定に産生されているにすぎなかった。故に
Dulaney培地(10を基礎培地として，これに添加す
る茨素源をグルコースとスターチ，叉窒素源として
硝酸アンモンと塩化アンモシの何れが適当であるか
について種々の組合せを作って検討目したが， C-44， 
C-55株とも Dulaney培地では対照としたグルコ
@ 
ース，スターチプイョ y培地以上の力価を得ること
は出来なかった。そこで更に両株に就てグルコ{
ス，スターチブイヨン培地の炭素源で、あるグノLコ{
スとスターチの%を組合せて検討した結果， C-44 
株はグルコース，スターチ各 1%のグルコース，ス
ターチブイヨンが最も培養に適して居り以後この培
地で 270C 72時間培養が専ら行われた。 C-55株は
茨素源としてはグルコースよりスターチが勝れ，ベ
プトン 1%，肉エキス 1%，スターチ 1%，食塩0.3%
培地が発育並びに菌体メタノーノL溶出液の力価獲得
に最も勝れていた。この培地に依る C.-55株の培養
では 96時間， 270C振翠培養ではメタノーノL菌体溶 
出液は他のグルコース，スターチプイヨン及び各 1 
%のぺプトン，肉エキス及びグノレコ{スの比較培地
に比べて約3倍の抗菌力を示し菌体収量も 100cc当
り1.3gの好成積を得た。 Peterson等の oligo-
mycinは主として放線菌培養穏液より拍出される
ので，著者の株に就て培養源液中の抗生物質産生を
逐日追及したが此等の株の穏液中の力価は菌体に比
して極めて徴量で最高 40d.u.を示したに過ぎなか
った。 
phycomycinの精製: C-44及びC-55株の培養
菌体よりメタノールで抽出し得られた粗結晶を第 1
図に示すように種々の溶媒を使用してペーバ{グラ
ムを行った。これらの様相により叉後述する物理化
学的性質からも C-44，及び C-55株より得られる物
質は全く同ーのものと推定された。使用せる溶媒中
水飽和プタノール及び 50%アセトシ水で、は，この
物質に二つの物質が存在することが確認されたが 
Rf値 0.85の主流の有効物質をグロマトパイルに依
り単離し得た。其の後，粗結品をプタノ~ /].，溶解
し，水とプタノーノLで数管のカウシタ戸カレシトデ
ィストりピューション法を行えば，そのプタノ{ノL
中より板状の結晶として，ベーノξ{グラムで主流を
なす抗カピ物質を単離することが出来た。これらに 
就て物理化学的の性状が検討された。
phycomycinの物理化学的性状: phycomycin 
の融解点は 1280C~1330Cであり溶解性はメタノ{
ノレ，エタノー ノ1.-，プタノ{ノ'l"，アセトン，エ{テノl"，
酷酸エチノ1.-，酷酸プチル，グロ、ホルム，ベンゼン 
等に易溶であり，石油ヱ{テノl"，水に不溶で、ある無
色の板状結品である。定性反応は，ヂァ Yオ反応陽
性， 2-4 dinitrophenylhydrazine，nitroprussid 
natorium，fehling，ferric chlorideの反応は陰
性であり，窒素，硫黄，ハロゲンの存在は認められ
ない。分析値は C=64.22--64.26， H =9.15--9.01， 
分子量437(Rast campher)，分子式を C23H4007と
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して計算値は C= 64.48，日=9.34分子量 438とな
る。紫外線吸収スペクトラムでは溶媒メタノ~ Jl-中
で 225mμ，232mμ に極大を有し， 240mμ に肩を
有する特有な曲線を有する。 E~~l1 = 564 at232mμ， 
Ei払=524at 240mμ である。グロ、ホルム中の
赤外部吸収スベグトラムでは第2図に示した。即ち
2.9--3.0μ，3.4μ，5.9μ，6.1μ，8.18μlに吸収が認め
られた。この吸収の 2.9.-..-3.0μ のものは hydroxyl 
group，3.4μは carbonhydrogenstreching叉 
5.9μ は carbonyl groupの存在を示し， 6.1μ は
不飽和結合の存在を示じている。叉 phycomycin
の安定度に就ては異った pHの懸濁液に就て加熱温
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第 2表安定度
水溶液 Test org: Asp. niger 
Temp I60 10000C C 
Jぞ竺~Io 5 10 30 I 5 10 30 
d.u. 
2.0 80 40 40 40 I20 20 10 
7.0 160 160 160 160 I160 160 160 
8o I320 320 320 320 I80 80 20 
72i 1d5ays 7 48 14 
270C 800 800 

370C 
 800 800 800 I640 640 320 
450C 800 800 640 I320 320 320 
度と時間に対する力価の低下の影響を測定して安定 
度を検した。被検菌は Asρergillusnigerを使用
ralを伴った気菌糸を有しグルコース，アスバラギ
シ寒天培地上に褐色の溶解色素を形成，マレ{トグ
リセリン寒天培地に白色の気菌糸を造ること， リト
マスミルクに殆んど黒色に近い褐色の発育をなすこ
とを等であり，それに対し oligomycin産生株は波
状叉は軽度の曲った気菌糸を有し， グルコース，ア
スパラギン寒天培地上に白色の気菌糸及び、溶解性色 
素を形成しない。叉マレ{トグロセ Fン寒天培地に
青白し、鼠灰色の気菌糸を造り， リトマスミルクに帯
責紅色の表面発育及びレンガ色の輪状発育の所見を
見る等の差異を認める。現在化学的の相異点として
は，定性反応に於て 2.4dinitrophenyl hydrazine 
の反応が oligomycin では陽性と記載されている
が phycomycinでは陰性である。叉赤外部吸収ス
ペクトラムでは phycomycin の 8.18μ の吸収が 
oligomycinでは認められなかった。更に著者は叉
phycomycinと oligomycinとの定量的抗菌力と
紫外部吸収スペグトラムを比較して興味ある成績を
した。この成績は第2表に示した。即ち phycomy- ergi昭ρμAs得た。即ち被検菌 川luωsnt"g.伊erを seedし 
cinを蒸溜水で
整し， 6ωOoCι，∞叩Oσ。1OOCに保つて 5分， 叩1O分， 初3O分に就 稀釈液のカツプ法に依るスタンダ一ド曲線を比較す
ると phy∞mycin~にこ依るもの L 方が凶 加Owoli包g、ひI訂例卯 
長期に亘り 2アC，370C，450Cの温度に保有した時の に依る曲線よりも上位に移動して居るにもか Lわら
安定も 24時間より 14日間に亘って行われた。その ずその紫外部の定量的の曲線では oligomycinの
結果，高熱を加えた場合， 1000Cでは急激な力価の 方がより大なる吸収を示していることであった。尚
低下を来たしたが， 600Cの場合では pH2.0の場合 Peterson氏と資料を交換し検討した結果では
の外は殆んど力価の低下を認められなかった。叉メ oligomycinはその成分として，更に A，B，Cの3
タノール溶液としての長期の保存では極めて安定で 物質に分けられるが phycomycinはその内の 2成
あった。これらに依り phycomycinは比較的安定 分(恐らく A.B)を含むのみのようである。
な物質であることが確められた。 phy∞mycinのカピ，酵母に対する試験管内作 
phycomycinと他の物質との異同: 紫外部吸収 用: phycomycinはグラム陰性，陽性の一般細菌
スぺグトラム，赤外部吸収スペクトラム，及び化学 に対しては全く無効である。次にこの物質の各種の
的性状を他の既知抗カピ物質と比較して見た。本物 カピ，病原カピ，イ{スト，類酵母に対する抗菌像
質の様に殆んどの有機溶媒にとけて無色の結晶とし を第3表に示した。実験方法として phycomycin
て得られる物質には antimycinA (12)(13)と前述した の各メタノーノL稀釈液を 1% Glucose nutrient 
oligomycinC1のがある。この中特に oligomycinと agarに混じ平板となし各菌の一白金耳に対して無
は物理化学的性状及び後述の生物学的性状よりも明 菌食塩水 5.0ccの懸濁液で董u線培養を行った。その
らかに非常に類似してし、る。 oligomycin生産株は 結果 Saccharomyces，Zygosaccharomyces，Can-
Bergeyの Manualof Determinative Bacteri- didaの様な Yeast及び Yeast-likeの菌には著明 
ologyの S.diastatochromogenusに層する放線 な作用を認められず，それに対して Aspergillus， 
菌の培養穏液より拍出された無色の結品である。こ Penicillium，Mucor，Rhizopus，Absidia，Tri-
の oligomycinと phycomycinの相異点としては chophytonの様な Filamentousfungi には薯明 
phycomycinの大部分は菌休中に含まれて居りメ な発育抑制作用を有していた。従来放線菌より得ら
タノールに依って抽出される点，その産生株の相異 れる抗力カピ物質は，何れも Mucor，Rhisopusの
点として C-44及び C-55株では多数のc10sedspi- 様な phycomycetesに属してし、るものには効果が
て力価の判定カ貯われた。叉メタノ一ノβL溶液として my戸 nci泊1 
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表3 
5
第
第 
抗菌像 (1) mcg/cc 
Test organisms 48 72 96hrs 
Aspergillus orizαe 0.025 10.0 25.0 
Asρergillus ni'ger 0.75 1.0 1.0 
Peni'ci'li'um glaucum 1.0 1.0 1.25 
Peni'ci'li'um 
chrysogem初 t 0.05 0.1 2.5 
Sacchαromyces sake >50.0 >50.0 >50.0 
み/gosaccharomyces 5.0 50.0maJor 
Zygosacchatomyces 0.0125 0.75 1.0mzso 
αrubrα[，uγTo 0.75	0.75 0.75 
WilUααnomαlα >50.0 >50.0 >50.0 
ft⑪coderma sρ 1.25 50.0 
Oi'di'um lactz"s 5.0 25.0 25.0 
(2) 
Cγ沖 tococcus 
会αγαγoseus 0.125 1.0 1.0 
Cr.ヲ'Ptococcus 0.5 0.75 1.25rubγorugo5us 
TdchoJPhiynfoen 	 0.075， rdfgitafe 	 2.5 
TfichophyJtDoUn??ufeum 0.05 0.075 
Mucor mucedo 0.075 0.075 0.075 
Rhi'zopus ni'gri'cans 0.075 0.075 0.075 
Candi'dααlbi'cαns 25.0 >50.0 >50.0 
Candidααlbicαns， 25.0 >50.0 >50.0Kα~Wαimuγα 
Absi'di'αSゅtα 0.1 0.1 0.1 
Absi'di'a orchi'di's 
(Rαgenー ) 0.075 0.075 0.075 
Absi'dia orchidi's 
(Rαgenキ) 0.075 0.075 0.075 
劣るものが多くこれに対し phycomycinは特にこ
れらのカピに非常に有効である点に興味深し、。 
quinquamycinの単離: quinquamycin産生株
は九州熊本の土壌より分離され， E-20株と名付け
られたものである。この放線菌は，その菌休中に吾
々が quinquamycinと名付けた抗カピ物質を産生
し培養液中にはストレプトスライシンに類似する水
溶性塩基性抗生物質(5)を産生した。
この E-20株の各種合成培地に於ける生物学的特
徴は第 4表に示した。この菌株は Bergeyの Ma-
nual of Determinative Bacteriologyより S.
lavendulae16)又は S.virgi'ni'ae vこ属するものと推 
忠された。叉この菌株の Pridhamの合成培地上 
(18)09)の糖の分解作用は第 7表に示した。基礎培地 
第 4表	 Cultural Characteatic of the 
Strain No. E-20 
Yeast agar: Colorless to white growth，cep.ter 
raised; mycelium abundant， 
cottony，rose to lavender (44-c-2) 
Glucose 	 Growth white to bu妊 inthe cen・ 
asparaglll: ter raised，aerial myselium ab・ 
undant，cottony，rose to laven-
der (44-cーの.No soluble. pigment. 
Plain agar: Spreading growth，folded，brown 
almost black; aerial mycelium 
white in the center，dove grey 
at the margin (45-c-1)，soluble 
pigment brown. 
Gelatin : Minute round colonies， cream 
colored growth ; aerial mycelium 
none. Liquefction fare croteri-
form. (after 15 days incubation). 
Synthetic Spreading，minute round ∞lonies.， 
agar: center raised. transparent to 
cream colored moist growth; no 
aerial mycelium. No soluble 
pigment. 
Tyrosinate Spreading，fair growth，colorless 
agar: to brown in the center; aerial 
myceUum abundant，white tuト 
ning greysh rose. (53-A-3). Sol-
uble pigment none. 
Starch agar : Round，restricted，center raised， 
dark brown growth; aerial my-
celium white，surrounding medi-
um dark brown. 
Ca-malate 	 Round，自at restricted growth， 
agar: light brown，bluish brown in the 
center; aerial mycelium scant 
limited to upper portion of slant， 
white. No soluble pigment. 
M i1k ~ 	 Pale brown ring: soluble pig-
memt brown. No coagulation， 
peptonization. 
Potato plug: Abundant wrinkled growth，pale 
yellowish brown; aerial myce-
lium none. Plug colored brown. 
Carrot plug : colorless to light cream colored 
growth; aerial mycelium grey 
rose (7-E-8) abundant with white 
margin. No soluble pigment. 
Nitrate reduced to nitrite. 
Cellulose no decomposition. 
Diastative action weak. 
の処方は (NH4)2S042.64，K2HP04 5.65，KH2P04 
2.38，MgS04H20 1.0，CUS045 H 20 0.0064，FeS04 
0.0011，MnC124 H 20 0.0079，ZnS04 7 H 20 0.0015， 
Agar 30.0，Aq，dest 1000のものを用いた。これ
ρ"，-874- 千 莞 ぞ子
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第 5表 Carbohidrate uti1ization 第 6表 E-20培養条件 48hrs 
A 
二 雑 第 33巻
(270C 14 days) 
adnitol 
dextrin 
arabinose 
dulcitol 
aesculin 
fructose 
十
十件
十
十 
mannitol 
宜mnnose 
ra伍nose 
z・hamunose 
salicin 
sorbitol 
[G.S.B [Z.BJ P 。s 
5Broth (FI) 80d.u. 80 80 160 
Broth (Cand) 1040 10 5 40 
Mycelium Wt. 3.0g 2.5 3.0 1.5 3.0 
Extract (C) 80 160 20 160160 
十
十
+十 
+ 
72hrs 
galactose 4十 starch 時
glucose 十件 sucrose 十件 
glycerol 4十 xylose 
inositol 件 Na-citrate 
inulin 十 Na-succinate 十
Broth (F1) 5160d.u. 20 10 80 
Broth (C) 40 10 10 205 
Mycelium Wt. 3.5g 4.0~.5i 4~.OI 2~.5
Extract (C) 160 80 I40 I20 180 
lactose + Na-acetate 件 
maltose 十| control 
に 28種の糖を各々 1%， Na-citrate， Na-succi-
nate及び Na-acetate等の有機酸を 0.15%添加し
斜面培地として放線菌胞子を塗布し 270C 2週間観
察したものである。 
quinquamycinの培養条件: 培養条件を述べる
前に粗物質の抽出を簡単に記載する。 quinquamy-
cinは主として放線菌菌体に含有されでいる。培養
液を讃過して菌体を集め，湿菌体重量の 5培量のメ
タノールで拍出を行い，抽出液を更に赤掲色の、初殿
の落ちるまで減圧濃縮した。この濃縮液を遠心沈澱
し上清を捨て去り，更に水洗を繰り返し凍結乾燥を
行って貰色粉末を得た。培養条件の判定には，この
際のメタノー 71-溶液の力価に依った。なお何れの実
験にても穂液には E-coliFl.菌体には Candida 
、 αlbicansを被検菌として使用した。培養には 500cc
坂口コルベンに， 100ccずつの各培地を分注し 270C 
130r.p.m.，振幅 7cmの振翠機上で培養を行った。 
E-20株の培地組成検討のための培養条件は Waks-
man培地を基礎培地(20)とし，茨素源、としてグルコ
{ス，スターチを各1.0%，窒素源として肉エキス，
ベプトンを1.0%並びに 0.5%の組成にして行った。
その結果は 72時間培養で 100d.u.の最高力価を示
した。後に述べる様に quinquamycinは所謂ポリ
エシ抗生物質の中，ベシテ{ンに属するものである
が，同じくこれに属する抗カピ物質 fungichromin， 
fungichromatin(21)は或種の脂肪酸を培養基に添加
するととに依り非常にその生産を増すことが知られ
ている(22)。そこで1.0%のグルコースプイヨシを基
礎培地として更にこれ等に各々1.0%のオレイン
酸，ステアリン酸，及びノミルミチン酸を添加した培 
96hrs 
Broth (F1) 40 20 
Broth (C) 5 5 5 
Mycelium Wt. 
Extract (C) 
5.0 
80UV3.0 80 
チ一 ノ
Fj...Esch.coliF1， C...Candidaalbicans 
Wt・・ Weight 
P …1% Z. B +1% Palmitic acid 
0・・ 1%Z. B +1% Stearic acid 
s・・ 1%Z. B +1% Oleic acid 
地に GSB培地(グノレコ{ス，スターチ，共に1.0
%)を加えて合計 5種類の培地に就てメタノーパ溶
出液及び漉液中の力価の消長を検討した。この成積
は第 6表に示す様に時間と関係なく菌体中の抗 
candida力価は大体，穏液中の抗 E-coliFl力価
と並行して消長する成績を得たの即ち上記脂肪酸添
加培地と GSBの比較では 48時間培養では 5者何
れも優劣が認められぬが， 72時間では GSB及び 
1.0%ステアリシ酸添加培地が勝れて居て菌体のメ
タノ戸ノL溶出液及び、漏液共に各々の力価は最高であ
った。叉菌体重量も培養液 100cc中に就き ZB培地
では 96時間で最高の 3.5gを得たが GSBでは 72
時間で 3.5gの最高を得た。これらの成績より E-20
株培養には長素源として GSB培地を使用するこ
とにした。結局この培地で 270C，72時間で通常はメ
タノール溶出液中に抗 Candida力価 160d. U.，叉
穏液中に 20d.u.，叉穏液中の抗 Ecoli F1に対す‘
る力価も 160d. u.のものが得られるようになったo 
quinquamycinの物理化学的性状 quinqua-
mycinは現在来だ結晶として得られずその終末精
製物質は黄色粉末である。溶解牲はピリジン，メタ
ノール，エタノ~ 71.-には溶けるが， ベンゼン，
ルアルコ ~71.-，アセトシ，酷エチ， エ{テノ'1.-， グロ
佐野: 新抗生物質 phycomycinとquinquamycinの第 5号
単離と各種抗カピ，酵母に対する試験管内作用 -875-
、ホルム，酷酸プチノレ，7k，には不溶叉は難溶であ
る。
紫外線吸収スベグトラムはメタノ{ノL溶媒中では
三つの特有なる極大，即ち 320mμ，334mμ，350 
mμ を有するペシテングソレープに冒するものである
ことを示した。 
quinquamycinの安定度: 黄色粉末であるこの
物質の安定度は，7kに!騒渇された状態で pH2.0よ
り8.0に至るアルカリ側まで 1000C，5分より 30分
に至るまでの加熱に対する力価の影響に就て検討さ
れた。被検菌は何れも Candidaalbicansが使用さ
れた。その結果対照は 160d. u.力価のものが pH 
2.0では既に 5分後には殆んど力価を失って 10d.u. 
となり， pH 7.0では 5分で 40d.u.となり更に 30
分後には 10d.u.に低下した。叉 pH8.0では比較
的前者より安定性が高く， 30分後に初めて 20d.u. 
に低下した。即ちこれらは高熱下に於てアルカリ側
に安定であることを意味してし、る。 
quinquamycinと他の物質との異同: 以上の実
験成績より quinquamycinはペ yテy抗カピ物質
に濁することは明らかであるが，これらの類似物質
にはぺyテングループに罵する Arfred，A. Tytell 
等に依り報告された fungichromin，中沢等に依り
報告された eurocidin，塩津等に依り発見された 
pentamycinC23九及び filipin(24)，eliomycin等が
ある。 fungichrominは S.sellulosaの培養櫨液
より抽出される抗カピ物質で，この物質は結品とし
て得られ，紫外線吸収スペグトラムでは極大は 322.5 
mμ，338.5 mμ 及び 356.5mμ を示す。 溶解性は 7k，
及び脂肪属の含水安素に不溶であり， メタノ{ノレ，
エタノーノ'1-， プタノ{ノレ及びアセトン， ピリジン等 
に溶ける。 
eurocidin vま S. αlbireticuliの培養菌体より抽
出産生される結品で、紫外線スペグトラムは 318mμ， 
332mμ，350mμ に極大を有する。 7k，アルコール
類， エ{テル，アセトン，酷酸エステノレ，酷酸プチ
}1.-，エチレングリコール等に難溶であり pH8.0以
上及び pH3.0以下のアルカリ又は酸に可溶である。 
pentamycinは菌体より結晶として得られ 322 
IIμ，338mμ，356mμ に極大を有する紫外線スペ
クトラムを示す。ピリジン，ヂメチルホノレムアルデ
ヒドに易溶， メタノーノ1..-，エタノーノ1-，プタノーノ1..-，
アセトY'，ヂオキサン等に中等度溶性で、あり，7k， 
エー テノ1..-，石油エー テノ1..-，酷酸エステノL類，ベシゾ 
~}v ， グロ、ホルムに難又は不溶である。以上を比
較しても夫々前述の quinquamycinの物理化学的
性状よりや L異る点を見出されるが，更に上記の 3
物質と比較するために行ったベーパ{グラムの成績
を第3図に示した。即ち溶媒系りでは quinqua-
mycinは Rf値 0.8，溶媒系 50では 0.74，溶媒系
のでは 0.5，溶媒系 7)では 0.4を示ーし明らかに他
の物質との差異を認、めた。 
quinquamycinのカピ，酵母に対する試験管内作
用: カピ，酵母類に対する発育作用は第 7表に示
した。抗細菌スペクトラムでは pH7.0 1.0%グル
コース寒天の平板稀釈法に依り 270C96時間迄行わ
れた。被検菌として表の如き非病原性，病原性カ
ピ，酵母類を撰定して用し、た。この実験法は phy司
第 3図 Comparative study of pentamycin，eurocidin， 
fungichromin and quinquamycin. 
P I':FQPEFQ PEFO PEFQPEFQPEF、Q PEFQ PEFQ 
1. 
2. 
3. 
4. 
5. 
6. 
7. 
8. 
2 3 4 5 6 7 8 
系
溶 媒 
プ1<m包手口プタノ{ノL 
20%塩化アンモユ/ 
80%ブェノ ルF
50%アセトY'
プタノ~}1..- :酷酸:水 
2 : 1 : 1 
L:メタノ{ノ1-7ペシゾー 
4 : 1 
プタノー ノ1-:酷エチ:水 
2: 1 : 1 
プタノ~ノ1..-:酷エチ:水 
2: 2 : 1 
P"'pentamycin，E. ..eurocidin，F...fungichromin，Q...quinquamycin 
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第 7表 Antimicrobial Spectrum of 
Quinquamycin mcgJcc 
test organisms 24 h 48 72 96 
Sacchαromyces sake 5.0 10.0 25.0 
Zygosαcchαγomyces sulsus 
Mycodermαsρ. 
WilHααnomαlα 
γαTorula rub 
Aゅergillus niger 
PenicilUum glα:ucum 
Rhz":iOtus nigricαns 
Mucor mucedo 
Candid，ααlbicans 
2.5 5.0 10.0 
5.0 10.0 25.0 
5.0 10.0 10.0 25.0 
1.25 2.5 2.5 
1.0 5.0 10.0 
1.0 10.0 10.0 
10.0 10.0 10.0 10.0 
5.0 10.0 10.0 10.0 
10.0 25.0 25.0 50.0 
comycinと同様法で行われた。第7表よりその成
績を見ると毛カビに属する Asρergillusniger， 
Penicil1ium及び酵母の一昔:に強い発育抑制作用を
有するが酵母の大部には殆んど作用を有しなかっ
た。 
phycomycin及び quinquamycinの腐敗菌及び
植物病原カピに対する試験管内作用: 著者は当研
究所の腐敗細菌保存株中 Proteus56株， Serratia 
12株， Aerobacter 20株， Escherichia 19株， 
Achromobacter 6株， Flavobacterium 13株， 
Pseudomonas 10株， Chromobacterium 6株， 
Micrococcus 19株， Baci1lus 20株，計 181株に
就て phycomycin及び quinquamycinの試験管
内作用を検討した。此の両物質のメタノーノL稀釈溶
液で造った普通寒天平板を用いて最小発育阻止濃度
を検べたが，何れも 50mgJccの高濃度にでも発育 
を阻止することは出来なかった。更に植物病原カピ 
に対する成績は第 8表に示した。実験は phycomy-
cin及び quinquamycinの各稀釈メタノ{ノL溶液
を 4%グノレコ{ス， 1%ペプトン， 2%寒天培地に
混じて平板とし各カビを 270C72時間培養を行つ 
た。 23種病原カピの中 phycomycinは梨の黒斑病
第 8表 phicomycin，及び quinquamycin 
の植物病原菌に対する試験管内作用 
Alterz"naria Kikuchiana Tanα初 
Cladosjうoriumfulvium Cke 
Cladostorium sphαerosρerum 
Pemzing 
COγticium centγifugum Leb 
Fusarium li・niBolly 
Fusarium oxy~ρorz"um Schl 
Fusarium roseum Link 
Gibbeγella Fujikuγoi (8αωαdα) 羽rγ 
Gibberella sauMntU ( Mont) Sacc 
mcgJcc 
Q P 
1.0 0.025 
5.0 0.5 
2.5 0.5 
2.5 0.5 
2.5 1.0 
10.0 1.0 
7.5 2.5 
5.0 0.5 
1.0 0.5 
Glomerella cingulatα(Stj sJehf auSlcdh-f |0.50.05 
GfomemlfahgenefiumfPGSsstje 10 0 025 
rvens 
Helmenthosρorium Sesanum Sacc 10.0 0.1 
Helmenthosporium Slgmodium 'Cav 25.0 1.0 
Mαcro~会orium Bαtαchz.cola Ikatα 5.0 0.25 
01.2.5 .1 ~t{:.~Othiobolus miyabeonus 
Kz.rz"bayashi 
OJDhostomGJZmbfiGfGHfGEJE1s1f.et 
)Ntαnnf 
Sclerotium mali Tanαhα 
PiricuriαorizαeBγosi et Cα匂αγα 
Glo，Kaki 
Glocspoγlum lacticola 
Collet，phonordes 
Asco，vicial 
UstUα~go 
5.0 1.0 
5.0 1.0 
10.0 5.0 
1.0 0.5 
2.5 0.5 
50.0 10.0 
5.0 1.0 
5.0 0.25 
'phyoomycin. PQ.. .quinquamycin 
cingulata (St) S，βauld，et Schr，瓜の茨痘病の
Glomerella lagenerium (Pass) stervens， 胡麻
葉枯病の Helmenthosρoriumsesanum Sacc，甘
薯の黒星病の MαcrosporiumBatachicola Ikata， 
トーモロコシ黒葉病の Ustilagoに強い発育抑制作
用を認めた。 quinquamycinでは Glomerellacin司
原カピである AlterinariaKikuchiana Tana初 ， gulata (St) S，ραuld，et Schr，等 2--3種に比較的
ツナソの白絹病の CorticiumcentrえfugumLeb， 強し、発育抑制作用を認めた。腐敗細菌には phyco-
Pンココナジ，プド{等の炭痘病の Glomerella mycinと同様に全く無効で、あった。
総 括 
1) 放線菌 C-44，C-55株及び E-20株より得bれた新抗カゼ物質 phycomycin 及び 
quinquamycin (こ就きその生産株の菌学的研究，培養条件，物理化学的性状，他の物質との
同定， 一般カピ，酵母.，関敗菌，並びに植物病原カてに対する試験管内作用に就て検討した。 
2) phycomycinを産生する C-44及び C-55株は菌学的には全く一同種であるが培養条件
佐野: 新抗生犠質 phycomycinとquinquamycinの
第 5号 単離と各種抗カピ，酵母に対する試験管内作用 -877-
は異り G-44株は肉エキス，ベプトン，グルコ{ス，スグ{チ共に 1μ の培地で C-55株はベ7.

トン，肉ヱキス，スグ{チ共に 1%の崎地で 270C，72時間の振濯培養で最も良い結果を得た。
 
3) phycomycinは板状，無色の結品であり，その物理化学的性状，生物学的性状など非
常に既知抗カピ物質 oligomycinに類似しているがその産生株は種々の合成培地上の発育に於
て気菌糸其の他に相異点があり，且つ phycomycinの大部分は培養菌体から産生され，oligo-
mycinの大部分は培養漉液より産生される。叉定性反応の一部及び赤外線スペクトラムの一
部に異りを認めたoquinquamycinは未だ結品として得られぬが，その粗物質は fungichro同 
min，eurocidin，pentamycin，filipin等に類似するが，それ等とは物理化学的性状，特にべ
{ノく{クロマト等に相異を認めた。 
4) phycomycinの安定度は 600C，1000Cの加温状態で異った pHの懸濁液の力価を検定
することによって検討され比較的安定である成績を得た。 quinquamycinも同様の方法で行
われたが高熱下に於てはアルカリに安定であった。 
5) phycomycinの各種微生物に対する試験管内作用は一般細菌に対しては全く無効であ
った。カでに対しては Aspergil1ius，Penicillium，Rhizopus，Absidia，Trichophytonの様
な Fi1amentousfungiに対して特に強い発育抑制作用が認められた。叉 23種の植物病原カ
ぜを使用した結果では Alterz"narz"a !(i・，~uch z"ana Tanaka，Cortz"cz"um cent1ず'uggumLeb， 
Glomerella cingulata (5t) 5tault. et 5chr，Glomerella lagenerium CPass) Ste1ゅの1.S， 
Helment hostori・'umsesanum Sacc，Macrosporium Batachz'cola Ikata，Usti・lago，~乙強
い発育抑制作用を認めたoq uinq uamycinも一般細菌に全く無効であり 毛カゼに属するp
Astergz"llus nzger，Penicillium及び酵母の一部に強い発育抑制作用があり植物病原カてに対
しては Glomerellac伐:gulata(St) Stault. elSchr等 2.-3のものに比較的強い発育抑制作
用を認めた。関敗細菌に対しては phycomycin及び quinquamycin共に全く無効であった。
稿を終るに当り，御指導，御校閲を仰し、だ恩師相磯教援に深甚なる感謝の意を表し，終始御指

、導御鞭援を戴いた新井助教援に感謝しあわせて教室員各位の御援助に謝意を表するものである。
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